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(57)【要約】
【課題】複数のコメントが書き込まれても、コメントの
読みにくさを低減させることができる表示装置を提供す
る。
【解決手段】コメント表示部が、コメント内容と、前記
コメント内容が付与された時点における、動画の再生開
始時点を基準とした動画再生時間をコメント付与時間と
して前記コメント内容に対応づけてコメント情報として
記憶するコメント情報記憶部に記憶された情報を参照し
、前記再生される動画の動画再生時間に基づいて、コメ
ント情報のうち、前記動画の動画再生時間に対応するコ
メント付与時間が対応づけられたコメントをコメント情
報から読み出し、読み出したコメント内容を動画上に表
示を行い、判定部が、前記コメント表示部によって表示
されるコメントが他のコメントと重なるか否かを判定し
、表示位置制御部が、前記判定部がコメントが重なると
判定した場合に、コメント同士が重ならない位置にコメ
ントを表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画を再生するとともに、前記動画上にコメントを表示する表示装置であって、
　コメント内容と、前記コメント内容が付与された時点における、動画の再生開始時点を
基準とした動画再生時間をコメント付与時間として前記コメント内容に対応づけてコメン
ト情報として記憶するコメント情報記憶部と、
　前記再生される動画の動画再生時間に基づいて、前記コメント情報記憶部に記憶された
コメント情報のうち、前記動画の動画再生時間に対応するコメント付与時間が対応づけら
れたコメントをコメント情報から読み出し、読み出したコメント内容を動画上に表示する
コメント表示部と、
　前記コメント表示部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか否かを判定
する判定部と、
　前記判定部がコメントが重なると判定した場合に、各コメントを判読可能に表示させる
表示位置制御部と、
　を有することを特徴する表示装置。
【請求項２】
　前記コメント表示部は、前記表示させておく時間であるコメント表示時間と前記コメン
トの文字列長とに基づいて、前記コメント表示時間の間、前記コメントの文字列を画面上
に表示し、
　前記判定部は、前記コメントのコメント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づい
て、コメント同士が重なるか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記判定部は、固定位置で表示されるコメント同士が重なるか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記コメント表示部は、前記表示させておく時間であるコメント表示時間と前記コメン
トの文字列長とに基づいた移動速度で前記コメントを移動させつつ、前記画面上に表示を
行い、
　前記判定部は、前記コメントのコメント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づい
て、前記移動するコメントと他の移動するコメントとが重なるか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項５】
　前記判定部は、移動して表示されるコメントと、固定位置で表示されるコメントとが重
なるか否かを判定するものであって、前記移動して表示されるコメントが、前記固定位置
で表示されるコメントが固定表示をする間継続して重なる場合に、重なっていると判定し
、一部の期間で重なっていても、重なっていない期間がある場合には、重ならないとして
判定する
　ことを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項６】
　前記コメント表示部は、前記文字列の文字サイズを変更して表示させる文字サイズ変更
部を有し、
　前記判定部は、前記文字サイズ変更部によって変更された後の文字サイズに基づいて、
文字列長を決定し、コメントが重なるか否かを判定することを特徴とする請求項２から請
求項５記載のいずれかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記コメント表示部は、コメントを複数行で表示を行い、
　前記判定部は、コメントの行数と各行の文字列長に基づいて、重なるか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１から請求項６のうちいずれかに記載の表示装置。
【請求項８】
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　コメント情報を配信するコメント配信サーバからコメント情報を受信する受信部を有し
、
　前記コメント表示部は、前記受信部によって受信したコメント情報から、前記動画再生
時間に対応するコメント付与時間が設定されたコメントを読み出して表示を行い、
　前記判定部は、前記受信部によって受信したコメント情報が前記コメント表示部によっ
て表示される場合に重なるか否かの判定を行う
　ことを特徴とする請求項１から請求項７のうちいずれかに記載の表示装置。
【請求項９】
　動画を再生するとともに、前記動画上にコメントを表示する表示装置におけるコメント
表示方法であって、
　コメント表示部が、コメント内容と、前記コメント内容が付与された時点における、動
画の再生開始時点を基準とした動画再生時間をコメント付与時間として前記コメント内容
に対応づけてコメント情報として記憶するコメント情報記憶部に記憶された情報を参照し
、前記再生される動画の動画再生時間に基づいて、コメント情報のうち、前記動画の動画
再生時間に対応するコメント付与時間が対応づけられたコメントをコメント情報から読み
出し、読み出したコメント内容を動画上に表示を行い、
　判定部が、前記コメント表示部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか
否かを判定し、
　表示位置制御部が、前記判定部がコメントが重なると判定した場合に、各コメントを判
読可能に表示させる
　ことを特徴するコメント表示方法。
【請求項１０】
　動画を再生するとともに、前記動画上にコメントを表示する表示装置のコンピュータに
、
　コメント内容と、前記コメント内容が付与された時点における、動画の再生開始時点を
基準とした動画再生時間をコメント付与時間として前記コメント内容に対応づけてコメン
ト情報として記憶するコメント情報記憶部に記憶された情報を参照し、前記再生される動
画の動画再生時間に基づいて、コメント情報のうち、前記動画の動画再生時間に対応する
コメント付与時間が対応づけられたコメントをコメント情報から読み出し、読み出したコ
メント内容を動画上に表示を行うコメント表示手段、
　前記コメント表示部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか否かを判定
する判定手段、
　前記判定部がコメントが重なると判定した場合に、各コメントを判読可能に表示させる
表示位置制御手段、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画とともにコメントを表示する場合における、コメント同士が重ならない
ように表示させる表示装置、コメント表示方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、放送されたテレビ番組などの動画に対してユーザが発言したコメン
トをその動画と併せて表示するシステムがある。
　例えば、地域ごとに放送時間が異なるテレビ番組等に関する掲示板において、テレビ番
組の１シーンに対する書き込みを、放送開始からの正味時間に対応させて記憶しておき、
掲示板を閲覧する時間が異なっていても、以前に書き込まれた内容がテレビ番組のシーン
に合わせて表示させるシステムがある（例えば、特許文献１参照）。このシステムによれ
ば、ユーザは放送時間のタイムラグを感じることがなく、テレビ番組を見ながら、コメン
トを閲覧して楽しむことができる。
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【特許文献１】特開２００２－２９０９４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述した従来技術におけるシステムを利用すると、以下のことが考えら
れる。すなわち、動画上に多数のコメントが書き込まれたとすると、コメント同士が重な
り合ってしまい、コメントを読みにくくなってしまう。また、ユーザ毎にコメントを表示
する位置を割り当ててしまうと、重なることを解消することができるが、同じ画面上にコ
メントを書き込めるユーザの数が限られてしまうため、大人数でコメントを交換する面白
みが低減してしまう。
【０００４】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、その目的は、複数のコメントが書
き込まれても、コメントの読みにくさを低減させることができる表示装置、コメント表示
方法、及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するために、本発明は、動画を再生するとともに、前記動画上にコ
メントを表示する表示装置であって、コメント内容と、前記コメント内容が付与された時
点における、動画の再生開始時点を基準とした動画再生時間をコメント付与時間として前
記コメント内容に対応づけてコメント情報として記憶するコメント情報記憶部と、前記再
生される動画の動画再生時間に基づいて、前記コメント情報記憶部に記憶されたコメント
情報のうち、前記動画の動画再生時間に対応するコメント付与時間が対応づけられたコメ
ントをコメント情報から読み出し、読み出したコメント内容を動画上に表示するコメント
表示部と、前記コメント表示部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか否
かを判定する判定部と、前記判定部がコメントが重なると判定した場合に、各コメントを
判読可能に表示させるコメントを表示させる表示位置制御部と、を有することを特徴する
。
【０００６】
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記コメント表示部は、前記表示させて
おく時間であるコメント表示時間と前記コメントの文字列長とに基づいて、前記コメント
表示時間の間、前記コメントの文字列を画面上に表示し、前記判定部は、前記コメントの
コメント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づいて、コメント同士が重なるか否か
を判定することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記判定部は、固定位置で表示されるコ
メント同士が重なるか否かを判定することを特徴とする。
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記コメント表示部は、前記表示させて
おく時間であるコメント表示時間と前記コメントの文字列長とに基づいた移動速度で前記
コメントを移動させつつ、前記画面上に表示を行い、前記判定部は、前記コメントのコメ
ント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づいて、前記移動するコメントと他の移動
するコメントとが重なるか否かを判定することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記判定部は、移動して表示されるコメ
ントと、固定位置で表示されるコメントとが重なるか否かを判定するものであって、前記
移動して表示されるコメントが、前記固定位置で表示されるコメントが固定表示をする間
継続して重なる場合に、重なっていると判定し、一部の期間で重なっていても、重なって
いない期間がある場合には、重ならないとして判定することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記コメント表示部は、前記文字列の文
字サイズを変更して表示させる文字サイズ変更部を有し、前記判定部は、前記文字サイズ
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変更部によって変更された後の文字サイズに基づいて、文字列長を決定し、コメントが重
なるか否かを判定することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、上述した表示装置において、前記コメント表示部は、コメントを複数
行で表示を行い、前記判定部は、コメントの行数と各行の文字列長に基づいて、重なるか
否かを判定することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上述した表示装置において、コメント情報を配信するコメント配信サ
ーバからコメント情報を受信する受信部を有し、前記コメント表示部は、前記受信部によ
って受信したコメント情報から、前記動画再生時間に対応するコメント付与時間が設定さ
れたコメントを読み出して表示を行い、前記判定部は、前記受信部によって受信したコメ
ント情報が前記コメント表示部によって表示される場合に重なるか否かの判定を行うこと
を特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、動画を再生するとともに、前記動画上にコメントを表示する表示装置
におけるコメント表示方法であって、コメント表示部が、コメント内容と、前記コメント
内容が付与された時点における、動画の再生開始時点を基準とした動画再生時間をコメン
ト付与時間として前記コメント内容に対応づけてコメント情報として記憶するコメント情
報記憶部に記憶された情報を参照し、前記再生される動画の動画再生時間に基づいて、コ
メント情報のうち、前記動画の動画再生時間に対応するコメント付与時間が対応づけられ
たコメントをコメント情報から読み出し、読み出したコメント内容を動画上に表示を行い
、判定部が、前記コメント表示部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか
否かを判定し、表示位置制御部が、前記判定部がコメントが重なると判定した場合に、各
コメントを判読可能に表示させる表示させることを特徴する。
【００１３】
　また、本発明は、動画を再生するとともに、前記動画上にコメントを表示する表示装置
のコンピュータに、コメント内容と、前記コメント内容が付与された時点における、動画
の再生開始時点を基準とした動画再生時間をコメント付与時間として前記コメント内容に
対応づけてコメント情報として記憶するコメント情報記憶部に記憶された情報を参照し、
前記再生される動画の動画再生時間に基づいて、コメント情報のうち、前記動画の動画再
生時間に対応するコメント付与時間が対応づけられたコメントをコメント情報から読み出
し、読み出したコメント内容を動画上に表示を行うコメント表示手段、前記コメント表示
部によって表示されるコメントが他のコメントと重なるか否かを判定する判定手段、前記
判定部がコメントが重なると判定した場合に、各コメントを判読可能に表示させる表示位
置制御手段、として機能させるプログラムである。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、この発明によれば、コメント情報のうち、動画の動画再生時間に
対応するコメント付与時間が対応づけられたコメントをコメント情報から読み出し、読み
出したコメント内容を動画上に表示を行い、コメント表示部によって表示されるコメント
が他のコメントと重なるか否かを判定し、コメントが重なると判定した場合に、コメント
同士が重ならない位置にコメントを表示させるようにした。これにより、複数のコメント
が表示される場合において、コメント同士が動画上で重なってしまい、各コメントが判読
できなくなってしまうことを防止することができる。
【００１５】
　また、本発明によれば、表示させるコメントの表示時間と、その文字列長とに基づいて
、コメントの表示位置の重複判定を行うようにしたので、コメントの移動表示速度が異な
るコメント同士であっても、前後のコメントの表示位置が重複しないように表示位置を変
更することができる。
【００１６】
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　また、本発明によれば、移動表示されるコメントと、固定表示されるコメントとを重複
判定するようにしたので、固定表示の間、継続して他のコメントと重複している場合に、
重複していると判定し表示位置を変更し、一部の期間で重複していても重複していない期
間がある場合には、重複していないと判定してコメントを表示することができる。これに
より、コメントが画面全体に予想した以上に広がりすぎて、動画そのものが閲覧しにくく
なることを防止することができる。
【００１７】
　また、本発明によれば、コメントのフォントに変更がある場合や、コメントが複数行に
わたって入力された場合であっても、重複判定を行うことができる。
　また、本発明によれば、コメント配信サーバから受信したコメント情報から、動画再生
時間に対応するコメント付与時間が設定されたコメントを読み出して表示が行われる場合
に、受信したコメント情報がコメント表示部によって表示される場合に重なるか否かの判
定を行うようにしたので、動画の再生中に新たに受信コメントを受信し、当該動画に対す
るコメントとして追加されても、コメントが随時増えていくが、コメントの表示タイミン
グでその都度重複判定を行い、表示位置を制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態によるコメント配信システムの第１の実施形態について図面
を参照して説明する。図１は、この発明の一実施形態によるコメント配信システムの構成
を示す概念図である。この図において、動画配信サーバ１は、端末装置３からの配信要求
に応じて、動画データを配信する。この配信は、例えば、ストリーミング配信によって行
われる。コメント配信サーバ２は、動画配信サーバ１が配信する動画に対するコメントを
端末装置３から受信し、その動画を閲覧する各端末装置３に配信する。端末装置３は、ネ
ットワーク４を介して動画配信サーバ１とコメント配信サーバ３に接続し、動画配信サー
バ１から配信される動画を受信して表示するとともに、コメント配信サーバ３から配信さ
れるコメントを受信して動画上に表示する。
【００１９】
　次に、図１におけるコメント配信サーバ２、端末装置３について、図面を用いて更に説
明する。図２は、コメント配信サーバ２の構成を示す概略ブロック図である。この図にお
いて、コメント情報記憶部２１は、コメントの内容と、このコメント内容が付与された時
点における、動画の再生開始時点を基準とした動画再生時間をコメント付与時間としてコ
メント内容とを対応づけてコメント情報として記憶する。
　このコメント情報記憶部２１に記憶されるデータの一例を図３に示す。コメント情報記
憶部２１には、動画配信サーバ１により配信される動画に対するコメントをスレッド毎に
まとめたコメント情報が複数記憶されている。各コメント情報は、動画を識別する動画Ｉ
Ｄとスレッドを識別するスレッドＩＤの情報を含み、どの動画に対するどのスレッドであ
るのかを識別できるようになっている。そして、コメント情報には、コメント付与時間と
コメント内容の他に、そのコメントを付与（発言）した実際の時刻を示すコメント情報投
稿実時間（上述の実時間情報に相当）と、コメントを付与したユーザを識別する情報であ
るユーザ名、コメントを動画上にどのように表示させるのかを指定する情報であるコメン
ト表示方法を対応付けたコメントデータが複数含まれ、当該動画ＩＤの動画を再生してお
り、且つ当該スレッドＩＤのスレッドのコメントを閲覧している端末装置３からコメント
データを受信した場合には、当該受信したコメントデータが追加保存されるようになって
いる。ここでは、スレッドＩＤが動画ＩＤに対応づけて記憶されていることによって、同
じ動画であっても、異なるスレッドを複数設けても、それらを識別することができる。こ
のコメント情報記憶部２１が上述の第１のコメント情報記憶部に相当する。
【００２０】
　次に、コメント情報配信部２２は、コメント情報記憶部２１に記憶されたコメント情報
を読み出して、端末装置３に配信する。コメント情報更新管理部２３は、通信部２４を介
して端末装置３から受信した、追加となるコメント情報を動画ＩＤ、スレッドＩＤに従っ
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て、コメント情報記憶部２１に追加して記憶する。
　通信部２４は、端末装置３と各種通信を行い、端末装置３から送信される情報をコメン
ト情報更新管理部２３に出力してコメント情報を追加して記憶させるための指示を出力を
したり、コメント情報配信部２２にコメント情報の配信指示を出力する。
【００２１】
　次に、端末装置３について、図面を用いて説明する。図４は、端末装置３の構成を説明
する概略ブロック図である。
　この図において、動画再生部３１は、端末装置３のユーザによって指定された動画の配
信要求を動画配信サーバ１に送信し、動画配信サーバ１から配信される動画を受信して再
生する。コメント情報受信部３２は、再生する動画に対して入力されたコメント情報をコ
メント配信サーバ２から受信する。コメント情報記憶部３３は、コメント情報受信部３２
が受信したコメント情報を記憶する。このコメント情報記憶部３３は、上述の第２のコメ
ント情報記憶部に相当する。
【００２２】
　表示装置３４は、液晶表示装置やＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）等であ
り、各種情報を表示する。第１の表示部３５は、動画再生部３１によって再生される動画
を表示するとともに、コメント情報記憶部３３に記憶されたコメント情報のうち、再生す
る動画の動画再生時間に対応するコメント付与時間が対応づけられたコメントをコメント
情報から読み出し、読み出したコメントを動画とともに表示装置３４によって表示する。
また、第１の表示部３５は、コメント内容を動画上にオーバーレイ表示させる機能を有す
る。第２の表示部３６は、コメント情報記憶部３３に記憶されるコメントデータに基づい
て、コメントのリストをコメント一覧として表示装置３４に表示する。ここでは、コメン
トデータに含まれたコメント投稿実時間の情報の順に従って表示する。
【００２３】
　この表示装置３４に表示される情報について、更に説明する。図５は、表示装置３４に
表示される情報の一例を示す図である。表示欄１０１には、このコメント配信サーバにア
クセスした際のＵＲＬ（uniform resource locator）が表示される。表示欄１０２には、
再生される動画の動画ＩＤが表示される。表示欄１０３には、現在表示されている動画が
閲覧要求されたのべ回数が閲覧回数として表示される。この閲覧回数は、他のユーザが動
画を再生（閲覧要求）した場合には、その時点で同じ動画を閲覧中のユーザのカウント数
が増加され、カウント数が更新されて表示される。表示欄１０４には、第１の表示部によ
って表示される動画が表示される。表示欄１０５には、第２の表示部によって表示される
コメントが表示される領域であり、ここでは、表示欄１０４によって表示される動画上に
コメントが表示される。また、ここでは、表示欄１０５は、表示欄１０４よりも大きいサ
イズに設定されており、オーバーレイ表示されたコメント等が、動画の画面の外側でトリ
ミングするようになっており、コメントそのものが動画に含まれているものではなく、動
画に対してユーザによって書き込まれたものであることが把握可能となっている。
【００２４】
　操作パネル１０６は、再生ボタン、停止ボタン、巻き戻しボタン、早送りボタン、音量
調整ボタン、動画全体のどのあたりを再生しているのかを示す再生状態表示欄、などが表
示されており、マウスによっていずれかのボタンにカーソルを合わせてクリックされるこ
とによって、そのボタンに応じた操作の入力を受け付けする。表示欄１０７には、動画全
体の再生時間長と、現在表示欄１０５に表示されている動画の動画再生時間とが表示され
る。入力欄１０８には、動画に対して発言するユーザの名前がキーボード等の入力装置を
介して入力される。入力欄１０９には、コメントを書き込むユーザのメールアドレスが入
力される。なお、入力欄１０９は、メールアドレスの入力を行う他に、コメントの表示の
させ方を指定する情報を入力することも可能である。コメントの表示のさせ方としては、
例えば、コメントの動画上に表示させる位置、フォント、文字のサイズ、移動表示させる
開始位置と終了位置と移動表示させる方向等を、オーバーレイ表示をさせるための指定を
する情報として設定可能である。
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【００２５】
　コメント欄１１０には、入力部３７を介してユーザによってコメントが入力される。ボ
タン１１１は、クリックされることによって、表示欄１１０に入力されたコメントをコメ
ント配信サーバ２に送信する。表示欄１１２は、コメントのリストであるコメント一覧が
表示される領域である。このコメント一覧には、コメントに付与された発言順序を示す番
号（符号１１２ａ）、コメントを入力したユーザの名前（符号１１２ｂ）、コメントの書
き込みをしたコメント付与時間（符号１１２ｃ）、発言されたコメントの一部（符号１１
２ｄ）が、投稿された実時間情報の順に従って表示される。この表示欄１１２に、表示欄
１１２を画面上に表示させるか否かを指定するチェックボックス等の入力欄を設け、この
入力欄に入力された表示の可否の指示に従い、表示をさせるあるいは、表示を隠すように
することも可能である。また、この表示欄１１２に表示させるコメントの一部の個数をユ
ーザの指示に従って、変更するようにしてもよい。表示欄１１３は、表示欄１１２に表示
されたコメント一覧のうち、ユーザのよってカーソルが合わせられたコメントの詳細が表
示される。コメントの詳細としては、コメントの全文や、コメントを発言したユーザの名
前、メールアドレスなどが表示される。
【００２６】
　チェックボックス１１４は、チェックマークを入力しておくことによって、コメント欄
１１０に入力されるコメントを１行として指定するものである。例えば、チェックボック
ス１１４にチェックマークを入力しておき、コメントを入力が完了し、例えばエンターキ
ーなどを押下して入力を完了すると、そのエンターキーを押下した時点で、「書く」のボ
タンがクリックされたものとして、コメントがコメント配信サーバ２に送信される。これ
により、コメントを手早く簡単に入力することが可能である。
【００２７】
　次に、図４に戻り、入力部３７は、マウスやキーボード等の入力装置であり、ユーザか
らの各種情報の入力を受け付ける。選択部３８は、第２の表示部３６によって表示された
コメントのリストのうち、入力部３７を介して入力されるコメントの選択の入力を受け付
ける。再生制御部３９は、選択部３８によって選択されたコメントのコメントデータをコ
メント情報記憶部３３から読み出し、読み出したコメントデータのコメント付与時間に対
応する動画再生時間から、動画を第１の表示部によって再生させ表示装置３４に表示させ
るとともに、読み出したコメントデータのコメント内容を第１の表示部３５によって表示
装置３４に表示させる。
【００２８】
　送信部４０は、第１の表示部３５によって表示された動画に対するコメント内容のデー
タ入力を受け付けるとともに、コメント内容が入力された時点の動画再生時間をコメント
付与時間としてコメント内容とともにコメント配信サーバに送信する。また、送信部４０
は、入力部３７から入力された指示に従って、各種情報をコメント配信サーバ２や動画配
信サーバ１に送信する機能を有する。
【００２９】
　次に、上述したコメント配信システムの動作について説明する。ここでは、まず、コメ
ント配信システムの動作の概略について説明する。
　まず、端末装置３は、コメント配信サーバ２にアクセスして、コメントの書込み時間が
最近のものである動画の一覧のデータを受信し、表示装置３４に表示する。この時、例え
ば、表示装置３４には、図６に示すような、最近の動画一覧として、動画名、スレッド名
等が表示される。ここで、ユーザによって閲覧したいスレッドが選択され、そのスレッド
の名称をマウスによってクリックされると、端末装置３は、クリックされたスレッドに対
応する動画に設定されている動画ＩＤを動画配信サーバ１に送信し、動画の配信要求を行
うとともに、クリックされたスレッドに設定されたスレッドＩＤと動画ＩＤをコメント配
信サーバ２に送信し、コメント情報の送信要求をする。これを受けて、動画配信サーバ１
は、動画ＩＤによって指定された動画を、配信要求をした端末装置３にストリーミング配
信する。一方、コメント配信サーバ２は、スレッドＩＤと動画ＩＤに対応するコメント情
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報をコメント情報記憶部２１から読み出して、配信要求をした端末装置３に配信する。
【００３０】
　端末装置３は、動画配信サーバ１から配信された動画を受信して表示装置３４に表示す
るとともに、コメント配信サーバ２から配信されたコメント情報に基づいてコメント内容
を動画上に表示する。ここでは、動画の再生を開始してからの動画再生時間に合わせて、
その動画再生時間に一致するコメント付与時間が設定されたコメント内容が順次動画上に
表示される。
【００３１】
　次に、コメント配信サーバ２、端末装置３の動作について、順次説明する。
　まず、コメント配信サーバ２の動作について、図７のフローチャートを用いて説明する
。
　コメント配信サーバ２の通信部２４は、コメント情報の配信要求を端末装置３から受信
したか否かを検出する（ステップＳ１０１）。コメント情報の配信要求を受信した場合に
は、通信部２４は、コメント情報配信部２２にコメント情報の配信指示をする。ここでは
、配信要求に含まれる、コメント情報のスレッドＩＤがコメント情報配信部２２に出力さ
れる。コメント情報配信部２２は、通信部２４から出力されたスレッドＩＤに対応するコ
メント情報のコメント情報記憶部２１から読み出し（ステップＳ１０２）、読み出したコ
メント情報を配信要求をした端末装置３に配信する（ステップＳ１０３）。ここでは、ス
レッドＩＤに対応付けされている各コメント情報を一括して送信する。
【００３２】
　一方、コメント情報の配信要求ではなく、端末装置３から送信されたコメントデータを
受信した場合（ステップＳ１０４）、通信部２４は、コメントデータをコメント情報更新
管理部２３に出力する。コメント情報更新管理部２３は、コメント情報記憶部２１を参照
し、通信部２４から出力されたコメントデータに含まれる動画ＩＤ及びスレッドＩＤに基
づいてコメント情報を特定し、特定したコメント情報に対し、受信したコメントデータを
追加保存する（ステップＳ１０５）。追加保存されると、コメント情報配信部２２は、当
該動画ＩＤの動画を再生している端末装置３であって、当該動画ＩＤの動画とともに当該
スレッドＩＤのコメントを閲覧している端末装置３を特定し、その特定した端末装置３の
それぞれに、追加保存したコメントデータを配信する（ステップＳ１０６）。他方、コメ
ント情報の配信要求ではなく、端末装置３から送信されたコメントデータの受信もしてい
ない場合は、ステップＳ１０１に移行する。ここで、同じ動画ＩＤの動画を再生しており
、且つ当該スレッドＩＤのスレッドのコメントを閲覧している端末装置３を特定する方法
としては、例えば、コメント配信サーバ２にアクセスしてきた端末装置３とセッションを
確立しておき、このセッションが有効な端末装置３を動画閲覧中として特定することが可
能である。
【００３３】
　次に、端末装置３の動作について図面を用いて説明する。図８は、端末装置３の動作を
説明するためのフローチャートである。
　端末装置３の入力部３７は、ユーザから動画再生の指示が入力されると（ステップＳ２
０１）、指示された動画の動画ＩＤを送信部４０によって動画配信サーバ１に送信し、動
画の配信要求をするとともに、コメント情報の配信要求をコメント配信サーバ２に送信す
る。そして、コメント情報受信部３２は、コメント配信サーバ２から配信されるコメント
情報を受信したならば（ステップＳ２０２）、コメント情報記憶部３３に記憶する。
【００３４】
　コメント情報が受信されコメント情報記憶部３３に記憶されると、動画再生部３１は、
動画配信サーバ１から配信される動画を受信し、受信した動画を再生し、第１の表示部３
５によって表示装置３４に表示する（ステップＳ２０３）。動画の再生が開始されると、
第１の表示部３５は、現在の動画再生時間に基づいて、動画再生時間に一致するコメント
付与時間が設定されたコメントデータがあるか否かをコメント情報記憶部３３を参照して
、判定する（ステップＳ２０４）。動画再生時間に一致するコメント付与時間が設定され
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たコメントデータがある場合（ステップＳ２０５－ＹＥＳ）、第１の表示部３５は、当該
コメントデータの表示位置を算出する（ステップＳ２０６）。そして算出された表示位置
に従って、動画上にコメントの表示制御を行う（ステップＳ２０６）。
　一方、動画再生部３１は、再生が終了したか否かを判定し、再生が終了していれば処理
を終了し、再生が終了して否ければ、ステップＳ２０４に移行する。
【００３５】
　一方、ステップＳ２０５において、表示させるコメントがなければ、配信部４０は、入
力部３７からコメントが入力されたか否かを検出する（ステップＳ２０９）。コメントの
入力があった場合には、そのコメントが入力された時点（例えば、「書く」ボタン（符号
１１１）がクリックされた時点）における、その動画を再生しているソフトウェアのプレ
イヤーが指す再生時間（動画再生時間）を読み出し、その動画再生時間をコメント付与時
間とし、再生中の動画の動画ＩＤと、閲覧中のコメントのスレッドＩＤと、現在の実時間
情報（現在時刻の情報）と、端末装置３のユーザのユーザ名と、入力されたコメント内容
と、コメント表示方法とを対応づけて、コメント情報としてコメント情報記憶部３３のコ
メント一覧に追加保存する（ステップＳ２１０）。そして、送信部４０は、追加保存した
コメント情報をコメント配信サーバ２に送信し（ステップＳ２１１）、ステップＳ２０８
に移行する。
【００３６】
　ステップＳ２０９において、コメントの入力ではない場合、端末装置３はコメント情報
受信部３２によって、コメントデータを受信したか否かを検出する（ステップＳ２１２）
。コメントデータを受信した場合、コメント情報受信部３２は、受信したコメントデータ
をコメント情報記憶部３３に追加保存し、ステップＳ２０８に移行する。
【００３７】
　一方、ステップＳ２１２において、コメントデータの受信ではない場合、端末装置３の
選択部３８は、入力部３７から、コメント選択操作の入力があったか否かを検出する（ス
テップＳ２１４）。コメント選択操作の入力があった場合、選択部３８は、選択されたコ
メントデータのコメント内容を再生制御部３９に出力する。再生制御部３９は、この出力
を受けて、選択されたコメントデータに対応づけて記憶されたコメント付与時間をコメン
ト情報記憶部３３を参照して読み出し、読み出したコメント付与時間に応じた動画再生時
間に従って、動画再生位置の巻き戻し、あるいは早送りをすることによって、コメントデ
ータに対応づけて記憶されたコメント付与時間に一致する動画再生時間から再生を行わせ
（ステップＳ２１５）、そのコメント付与時間のコメント内容を表示させ、ステップＳ２
０８に移行する。
【００３８】
　次に、コメントが画面上に表示された場合について図面を用いて説明する。ここでは、
図６の「最近のコメント一覧」において、「有名シェフのオムライス」の動画に対応付け
された「料理の感想を言おう！」というスレッドが選択された場合について説明する。こ
のスレッドが選択されると、「有名シェフのオムライス」の動画が例えば、図５の表示欄
１０４の領域内に再生される。そして、動画再生時間に応じてコメントが動画上に順次表
示される。図５では、動画再生時間が９秒の場合の画面が示してあり、ここでは、コメン
ト付与時間が９秒のユーザＦのコメントである「おいしそう～！」が、画面の右側から左
側に移動表示される（符号１１５）。そして、動画の再生が進み、動画再生時間が１３秒
になると、図９に示すような画面が表示される。ここでは、コメント付与時間が９秒のコ
メントである「おいしそう～！」が、画面左側に移動しており、表示欄１０４の外側であ
って表示欄１０９の内側にトリミングされた状態で「そう～！」の部分だけ表示されてい
る（符号２００）。また、コメント付与時間が１０秒のユーザＺのコメントである「有名
シェフの作品はいいねぇ。」のコメントがユーザＢのコメントの下の位置に表示されてい
るとともに（符号２０１）、コメント付与時間が１２秒のユーザＥのコメントである「ど
この卵を使ってるの？」が画面の下方の位置に表示される（符号２０２）。このようにし
て、コメントが順次表示される。
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【００３９】
　以上、１つの端末装置３のみの動作に着目して説明したが、実際には、同じ動画であっ
て、同じスレッドを閲覧しているユーザ間において、以下のようにしてコメントのやりと
りをすることができる。ここでは、図１０を用いて、説明をする。
　例えば、あるユーザＥによって、動画が再生され、動画再生時間が１２秒の時点で「ど
この卵を使っているの？」というコメントが発言として追加入力されると（符号ａ）、そ
の追加入力されたコメントのコメント情報がコメント配信サーバ２を介して、同じ動画で
あって同じスレッドを閲覧している端末装置３に配信される。
【００４０】
　その配信後に、別のユーザＣによって、同じ動画が再生されると（符号ｂ）、ユーザＣ
の端末装置３に、追加されたコメントを含めてコメント情報が配信される。そして、動画
再生時間が１２秒の時点で、「どこの卵を使っているの？」というユーザＥからのコメン
トが表示される。そして、このコメントを閲覧したユーザＣが、その回答として、ユーザ
Ｃの動画再生時間が１５秒の時点（ユーザＥの動画再生時間では、例えば１００秒の時点
）で「○○県産らしいよ。」というコメントを入力してコメント配信サーバ２に送信する
と（符号ｃ）、その送信されたコメントがユーザＥの端末装置３に配信される。このとき
、例えば、動画再生時間が１００秒の時点において、ユーザＥのコメント一覧のリストに
、ユーザＣのコメントの一部が実時間に従った順で表示される（符号ｄ）。例えば、最新
のコメントとして、コメント一覧の一番下（あるいは一番上）に表示される。そして、こ
のコメント一覧を見たユーザＥによって、コメントの一部がクリックされると、再生中の
動画が、動画再生時間１５秒の時点に戻って再生されるとともに、ユーザＥの端末装置３
の画面上に「○○県産らしいよ。」のコメントが表示される（符号ｅ）。これによって、
ユーザＥは、あたかも自分のコメントに返信があったかのようにして楽しむことができる
。そして、このようなコメントのやりとりを繰り返すことによって、異なるタイミングで
動画を閲覧しているユーザ同士であっても、コメントを介してコミュニケーションを図る
ことが可能となる。
　このように、実時間でのコメント入力順にコメントを管理し、コメント一覧として表示
するようにしたので、動画の再生タイミングが一致していないユーザ同士であっても、コ
メントのやりとりをリアルタイムで行うことができ、コミュニケーションを図ることが可
能となる。
【００４１】
　また、このようなコメントの書き込みとそのコメントが書き込みされた時点からの動画
の再生が繰り返されると、ユーザの間においては、動画の再生タイミングの差が０に近づ
き、同じ動画をほぼ同じタイミングで閲覧しながら、コメントのやりとりを行うことがで
きる。
【００４２】
　ここでは、同じ動画を複数のユーザが閲覧している場合について説明したが、ある動画
について、ユーザが誰も見ていない状況において、あるユーザが動画を再生をした場合に
は、それまでに記憶されていたコメント情報がコメント配信サーバ２から端末装置３に配
信され、動画再生のタイミングに従って、順次再生される。これにより、他に誰も閲覧し
ているユーザがいない状況であっても、過去に発言されたコメントを、その動画の動画再
生時間に従って、順に閲覧することができる。ここでは、コメントの書き込みをすること
もできる。
【００４３】
　なお、上述した実施形態においては、コメント一覧にコメントが追加されて、追加され
たコメントがユーザによってクリックされた場合に、コメントに設定されているコメント
付与時間に一致する動画再生時間から再生され、コメントが表示される場合について説明
したが、追加されたコメントがクリックされなければ、動画再生時間が、追加されたコメ
ントに設定されているコメント付与時間に到達した時点で、そのコメントが動画上に表示
される。
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　また、仮に自分が閲覧している動画の動画再生時間において、他のユーザによってコメ
ントが書き込まれたとしても、実時間の順でコメント一覧に表示されるので、その追加さ
れたコメントをクリックすることによって、そのコメントが書き込まれた時点に巻き戻し
あるいは早送りをして、コメントを閲覧することができる。また、ここでは、動画再生時
間が巻き戻しされることによって、新たに追加で書き込まれたコメントも含めて、それま
でに書き込みされたコメントがコメント付与時間に応じて、動画再生時間に従って、順次
表示される。
【００４４】
　また、ここでは、操作パネル１０６の再生状態表示欄のスライドバーを移動させること
により、再生時間の巻き戻し、早送りをすることも可能であるが、この操作であると、動
画が巻き戻しあるいは早送りされてしまい、見たいコメントがすぐに画面上から消え、見
つかりにくい場合があるが、コメント一覧から選択することにより、見たい場面からみる
ことも可能である。
　また、上述した実施形態においては、コメント配信サーバ２から配信されたコメントデ
ータを端末装置３が受信して画面に反映して表示させる場合について説明したが、自身の
端末装置３において、ユーザから入力されたコメントについては、コメントが入力された
時点ですぐに（コメント配信サーバ２に送信してコメント配信サーバ２側で受信される前
に）画面に表示させるようにしてもよい。具体的には、図８のステップＳ２０９において
コメントが入力されると、その入力されたコメントを自身の端末装置３において表示し、
ステップＳ２１０に移行し、入力されたコメントをコメント一覧に追加保存し、その後、
コメント配信サーバ２に送信するようにしてもよい。
【００４５】
　次に、第２の実施形態について説明する。ここでは、コメントが表示される位置が重複
するか否かを検出し、重複すると判定された場合に、コメントの表示位置を変更する場合
について説明する。
　図１１は、図４における第１の表示部３５の構成を示すブロック図である。
　変更部５０は、文字列の文字サイズを変更して表示させるたり、文字のフォント、文字
の装飾（斜体など）を変更する機能を有する。
　判定部５１は、表示されるコメントが他のコメントと重なるか否かを判定する。
　この判定部５１は、コメントのコメント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づい
て、コメント同士が重なるか否かを判定する。ここでは、コメントが同じ位置（固定位置
）で表示されるコメント同士である場合には、その固定位置において同じ座標において重
なるか否かを判定し、コメントが移動しながら表示される場合は、そのコメントが移動し
ながら表示される位置において重なるか否かを判定する。
　判定部５１は、移動して表示されるコメントについては、表示させておく時間であるコ
メント表示時間とコメントの文字列長とに基づいた移動速度でコメントが移動して画面上
に表示されるので、コメントのコメント表示時間と当該コメントの文字列長とに基づいて
、移動するコメントと他の移動するコメントとが重なるか否かを判定する。
　また、判定部５１は、移動して表示されるコメントと、固定位置で表示されるコメント
とが重なるか否かを判定する機能も有しており、移動して表示されるコメントが、固定位
置で表示されるコメントが固定表示をする間継続して重なる場合に、重なっていると判定
し、一部の期間で重なっていても、重なっていない期間がある場合には、重ならないとし
て判定する。
　また、判定部５１は、変更部５０によって変更された後の文字サイズに基づいて、文字
列長を決定し、コメントが重なるか否かを判定したり、コメントが複数行で表示される場
合、コメントの行数と各行の文字列長に基づいて、重なるか否かを判定したりする機能を
有する。
　表示位置制御部５２は、判定部５１がコメントが重なると判定した場合に、各コメント
を判読可能に表示させる。ここでは、コメント同士が重ならない位置にコメントを表示さ
せるように表示位置を変更する。
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【００４６】
　次に、図１１の構成における第１の表示部３５の動作について説明する。図１２は、図
１１の構成における第１の表示部３５の動作について説明するためのフローチャートであ
る。
　まず、変更部５０は、コメントに設定された表示方法のうち、文字のサイズ、フォント
、装飾（斜体など）に従って、文字の形状を変更する。文字の形状が変更されると、判定
部５１は、コメント同士が重なるか否かの判定を行う。
　ここでは、重複判定を行う対象となる２つのコメントのうち、先の表示されるコメント
（以下、第１コメント）の表示終了時をｔ１、後から表示されるコメント（以下、第２コ
メント）の表示開始時をｔ２とする（ステップＳ３０１）。
　次に、ｔ１において第１コメントと第２コメントが重複するか否かを判定する（ステッ
プＳ３０２）。次いで、第１コメントと第２コメントが重複するか否かを判定する（ステ
ップＳ３０３）。
【００４７】
　そして、ステップＳ３０２における判定結果が重複していない（ｔ１においてコメント
の重複がない）場合であって、かつ、ステップＳ３０３における判定結果が重複していな
い（ｔ２においてコメントの重複がない）場合、コメントの表示位置の変更を行わなくて
良いと判定し、コメントに表示方法として設定された表示位置に従って、コメントを表示
する（ステップＳ３０５）。
【００４８】
　一方、ステップＳ３０２における判定結果において、ステップＳ３０２における判定結
果と、ステップＳ３０３における判定結果とのうち、いずれか一方が重複する判定結果で
ある場合、または、両方において重複する判定結果である場合、判定部５１は、コメント
の表示位置の変更を行うものとして判定する。そして、表示位置の変更を行うものとして
判定された場合、表示位置制御部５２は、第２コメントの表示位置を変更する。ここでは
、例えば、第２コメントの表示位置が、予め設定された相対位置（第１コメントを基準と
して、画面の鉛直方向に向かって下側、あるいは上側）に変更されて表示される。この予
め設定された相対位置は、コメントを入力する際にユーザが指定してもよく、端末装置３
において、表示位置制御部５２に設定しておくようにしてもよい。
【００４９】
　ここで、コメントの重複について、更に説明をする。図１３は、コメントの重複を説明
するための概念図である。図１３では、コメントが表示される画面の横方向の位置（表示
画面の画面幅）において、時間経過とともにどのようにコメントが移動していくかを示し
た図である。ここでは、コメントは画面に向かって右側から左側に移動表示されるもので
あり、横軸が画面の横位置、縦軸が、時間軸ｔであり、下方向が正（時間の経過方向）で
ある。そして、平行四辺形状の図形の幅が文字列の幅に対応している。また、コメントは
、画面上に４秒間表示されるものとして説明する。
　まず、図１３（ａ）においては、ｔ１においてもｔ２においても第１コメントと第２コ
メントとが重複していないので、表示位置は変更されない。
　一方、図１３（ｂ）においては、ｔ１においてもｔ２においても第１コメントと第２コ
メントが重複している。従って、この場合は、第２コメントの表示位置の変更を行う。
　このようにして、重複判定と表示位置変更が行われる。
【００５０】
　なお、判定部５１は、第１コメントと第２コメントのうち、一方が固定位置に表示され
るコメントであって、他方が移動しながら表示されるコメントである場合について、重複
判定するようにしてもよい。この場合、画面上の同じ高さにおいて、表示されている間、
第１コメントと第２コメントが重複する期間があるか否かを判定し、重複する期間がある
場合に、表示位置変更を行う。なお、重複期間があったとしても、その重複している間の
時間が予め決められた時間内である場合、または、重複しているコメントの領域と重複し
ていない領域の割合が予め決められた値以下である場合には、重複しないものとしてもよ
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い。なお、固定位置で表示されるコメント同士について、重複判定を行うようにしてもよ
い。この場合も同様に、重複期間があったとしても、その重複している間の時間が予め決
められた時間内である場合、または、重複しているコメントの領域と重複していない領域
の割合が予め決められた値以下である場合には、重複しないものとしてもよい。
【００５１】
　また、以上説明した実施形態において、コメントは、コメントを表示する領域の上端部
を基準位置として画面の右側から左側に移動表示されるが、重なっていると判定された場
合には、先ず、この基準位置である上端部から、自身のコメントのサイズの縦の幅の分だ
け、下方に表示位置を変更する。この縦の幅は、１行のコメントであればそのフォントサ
イズによって決まり、複数行のコメントであれば、そのフォントサイズ及び行数によって
決定される。そして、この変更された表示位置で、再度コメントの重複判定を行い、重複
していなければ、その位置をコメントを表示する縦方向の位置（高さ）とする。この変更
後の表示位置においても重複していると判定された場合には、自身のコメントのサイズの
立ての幅の分だけ、下方に表示位置を変更し、以下、上述と同様に重複判定の処理を繰り
返す。なお、ここでは、基準位置を、コメントの表示領域の上端部としたが、下端部を基
準として上方に表示位置を変更するようにしてもよい。また、コメントの表示位置の変更
は、コメントのサイズの縦の幅の分としたが、コメントのサイズの縦の幅の範囲内（例え
ば、半分や三分の一など）で表示位置を変更するようにしてもよい。
【００５２】
　また、上述した実施形態において、表示位置制御部５２は、コメントが重なる場合にコ
メントの位置をコメントのサイズの縦の幅に分だけ、上方あるいは下方に表示位置を変更
するようにしたが、この表示位置制御部５２を表示制御部とし、この表示制御部によって
各コメントを判読可能に表示させるようにしてもよい。例えば、重複するいずれかのコメ
ントを表示させる色の濃淡を変更するようにしてもよい。具体的には、重なるコメントの
うち、後に表示されるコメントの表示を開始する際に、先に表示されたコメントの表示の
色を薄くし、双方のコメントを判読可能に表示させるようにしてもよい。また、コメント
を表示させる色の濃淡を変更するだけでなく、各コメントを異なる色によって表示したり
、また、重複部分の境界を各コメントとは異なる色によって表示するようにしてもよい。
【００５３】
　以上説明した実施形態によれば、コメントの表示位置が重なるか否かを判定し、重なる
場合には、表示位置を重ならない位置に変更することによって、コメントを複数表示する
場合であっても、読みにくくなることを防止することが可能となる。
　なお、コメント配信サーバ２から、追加されたコメント情報が端末装置３に配信され、
その追加されたコメント情報を新たに受信して、再生中の動画に合わせて表示された場合
であっても、上述したように、重複判定を行って、コメントの表示位置の制御が行われる
。
【００５４】
　上述した実施形態において、ユーザによって入力されたコメントは、画面上の上段、中
段、下段など、表示させる位置や、コメントを移動表示させる表示時間を入力欄１０９に
入力することによって設定することが可能である。また、表示時間を設定する場合は、例
えば、画面の上段にコメントを一定時間（例えば、４秒）表示させて消すようにすること
ができる。また、画面の表示領域内に現れてから領域外に移動して消えるまでの時間を指
定して（例えば、４秒）、移動スピードを調整することも可能である。また、ある動画再
生時間に多数のコメントが集中して入力された場合等において、それらを表示させると同
じ高さのラインで重なってしまう場合は、画面上の高さを変えて表示あるいは、移動表示
させることが可能である。また、表示時間が設定されたことによって、コメントの文字列
の長さに応じて移動スピードが異なる場合は、コメントが移動し終わる前に次のコメント
が追いついてしまう場合もあるので、このような場合にも、次のコメントを違う高さのラ
インに表示または、移動表示させるようにしてもよい。
【００５５】
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　また、コメントは、文章を入力するだけでなく、文字や記号等を並べ、アスキーアート
（テキストアートともいう）をコメントとして入力することも可能である。この場合、チ
ェックボックス１１４の「１行」のチェックを外し、数行に渡って文字や記号を記述する
ことで、風景描写や写実画を描くことも可能である。ここでは、アスキーアートの全ての
行が画面内に収まるように、必要に応じて、文字フォントを拡大あるいは縮小させるよう
にしてもよい。
【００５６】
　また、実時間に基づいて、コメントの新旧を判断し、実時間において古い時点で入力さ
れたコメントを表示した一定時間後に半透明に表示させ、そののち、消すようにしてもよ
い。また、コメントに重要度を設定し、重要度に応じてコメントの文字サイズを変更する
ようにしてもよい。例えば、レスポンスコメント数が多いものについては、重要度が大き
いものとして判断し、ルートのコメントの文字サイズを大きくするようにすることができ
る。また、コメントの縦方向（画面の鉛直方向）における表示位置を重要度に応じて変更
するようにしてもよい。例えば、重要度が高いコメントは、画面上段のラインに表示させ
、重要度が低いコメントは、画面下段のラインに表示させるようにしてもよい。
【００５７】
　なお、上述した実施形態において、動画配信サーバ１とコメント配信サーバ２とが別の
サーバである場合について説明したが、同一のサーバで、動画配信サーバ１とコメント配
信サーバ２との機能を実現するようにしてもよい。
　また、上述した実施形態においては、本サービスにおけるコメントと動画の閲覧を行う
場合に、コメント配信サーバ２にアクセスして、最近のコメント一覧のデータを受信し、
表示装置３４に表示された最近のコメント一覧から動画とスレッドを選択する場合につい
て説明したが、この動画をスレッドを指定して、コメントと動画の閲覧できるＵＲＬを作
成し、インターネット上に公開するようにしてもよい。具体的には、動画ＩＤとスレッド
ＩＤが含まれ、クリックをするとその動画の再生とそのスレッドのコメント情報を受信す
ることができるＵＲＬをブログやインターネットのサイト上の掲示板に書き込みをして他
のユーザにクリックさせるようにしてもよい。また、このようなＵＲＬをサムネイル画像
等に設定しておき、クリックをさせるようにしてもよい。
【００５８】
　また、このような最近のコメント一覧について、動画とコメントの閲覧をしている画面
（例えば、図５）において、その画面の右側や下方に、サムネイル画像を表示したり、ア
クセス数が多いスレッドをランキングとして表示させておき、ユーザにクリックさせ、そ
のクリックされたサムネイル画像に設定されたスレッドを表示させるようにしてもよい。
【００５９】
　また、上述した実施形態においては、スレッドＩＤを指定する場合について説明したが
、その動画ＩＤに代表スレッドＩＤを予め登録してき、動画ＩＤのみが指定された場合、
その代表スレッドを表示させるようにしてもよい。また、どのスレッドに書き込むのかに
ついて指定されずに、単に動画に対してコメントが入力された場合、代表スレッドに書き
込みが行われるようにしてもよい。また、スレッド内にコメントが一定件数（例えば、１
００件）が発言された場合に、新たなスレッドをコメント配信サーバ２あるいはユーザが
生成するようにしてもよい。
【００６０】
　また、コメント一覧については、コメントが動画上に一度表示されたもの、あるいは、
ユーザがコメント一覧の中からクリックして閲覧したものについては、コメント一覧にお
いて、閲覧済みであることを特定できるようにしてもよい。例えば、文字色を変えたり、
閲覧済みであることを示すマークを表示するようにしてもよい。
【００６１】
　また、ユーザ毎に個別のユーザ識別子を付与し、例えばコメントにユーザ識別子を対応
づけてコメントデータとするようにしてもよい。これにより、誰が発言したコメントなの
かを識別することが可能である。さらに、ユーザ識別子に応じて、コメントを異なる文字
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色によって表示するようにしてもよい。これにより、発言したユーザを識別することが可
能となる。
　また、事前にシステムにアクセスしてきたユーザにユーザＩＤを割り振り、このユーザ
ＩＤをコメントデータに含めて記憶することにより、各ユーザが発言したコメントを例え
ばポップアップ表示等により一覧表示できるようにしてもよい。なおこのユーザＩＤは、
事前のユーザ登録によって各ユーザに割り当ててもよいし、端末装置を識別する情報を用
いるようにしてもよい。この端末装置を特定する情報を用いる場合、例えば、その端末装
置を特定する情報を元にハッシュ関数によって演算し、その演算結果をユーザＩＤとして
もよい。
【００６２】
　また、以上説明した実施形態において、図２におけるコメント情報配信部２２、コメン
ト情報更新管理部２３、通信部２４の機能を実現するためのプログラム、あるいは、図３
における、動画再生部３１、コメント情報受信部３２、第１の表示部３５、第２の表示部
３６、入力部３７、選択部３８、再生制御部３９、送信部４０の機能を実現するためのプ
ログラム、あるいは、図１１における変更部５０、判定部５１、表示位置制御部５２の機
能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この
記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することに
よりコメントの配信、コメントの表示制御を行ってもよい。なお、ここでいう「コンピュ
ータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００６３】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合
のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定
時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した
機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシ
ステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良
い。
【００６４】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】この発明の一実施形態によるコメント配信システムの構成を示す概念図である。
【図２】コメント配信サーバ２の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】コメント情報記憶部２１に記憶されるデータの一例を示す図である。
【図４】端末装置３の構成を説明する概略ブロック図である。
【図５】表示装置３４に表示される情報の一例を示す図である。
【図６】表示装置３４に表示される情報の一例を示す図である。
【図７】コメント配信サーバ２の動作について説明するためのフローチャートである。
【図８】端末装置３の動作について説明するためのフローチャートである。
【図９】表示装置３４に表示される情報の一例を示す図である。
【図１０】ユーザ間においてコメントの書き込みを行った場合について説明するための図
である。
【図１１】図４における第１の表示部３５の構成を示すブロック図である。
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【図１２】図１１の構成における第１の表示部３５の動作について説明するためのフロー
チャートである。
【図１３】コメントの重複を説明するための概念図である。
【符号の説明】
【００６６】
　１　動画配信サーバ　　　　　　　　２　コメント配信サーバ
　３　端末装置　　　　　　　　　　　２１　コメント情報記憶部
　２２　コメント情報配信部　　　　　２３　コメント情報更新管理部
　２４　通信部　　　　　　　　　　　３１　動画再生部
　３２　コメント情報受信部　　　　　３３　コメント情報配信部
　３４　表示装置　　　　　　　　　　３５　第１の表示部
　３６　第２の表示部　　　　　　　　３７　入力部
　３８　選択部　　　　　　　　　　　３９　再生制御部
　４０　送信部　　　　　　　　　　　５０　変更部
　５１　判定部　　　　　　　　　　　５２　表示位置制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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